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はじめに  

下水道事業は、汚水の収集・処理、雨水の排除などの社会的ニーズに応じて機能の充実を図りな

がら、公衆衛生の向上、生活環境の改善、都市の健全な発展、公共用水域の水質保全に貢献してき

ました。 

一方、人口減少等による使用料収入の減少や、今後、耐用年数を迎える施設が急激に増加するこ

とにより、施設の改築・更新、維持管理に多額の経費を要することが見込まれます。 

こうした厳しい経営環境下においても、住民生活に必要不可欠である下水道事業は、将来にわた

り、安定してサービスを提供していくことが求められており、現状や課題を的確に把握し、中長期

的な視点に立ち、一層の経営基盤の強化等を図る必要があります。 

このような中、平成２６年８月総務省通知「公営企業の経営に当たっての留意事項について」に

より、「各公営企業が、将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な経営の基本

計画」である「経営戦略」の策定を要請されました。 

これまで、本市においては、平成２９年度に地方公営企業法を全部適用し、平成３０年度には

「多摩市下水道施設長寿命化（ストックマネジメント）計画」を策定、令和元年度には「多摩市下

水道プラン」を改定し、令和２年度には「多摩市下水道施設総合地震対策計画」の改定作業に取組

んでいます。 

下水道事業における各種計画数値を取りまとめ、下水道事業を取り巻く環境の変化等に留意しな

がら、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上を目的とした「多摩市下水道事業経営戦略」（計

画期間：令和３年度から令和１２年度までの１０年間）を策定することにより、将来にわたる持続

可能かつ安心・安全なサービスの提供の実現を目指します。 
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１ 下水道事業の現状  

（１）事業の概要

多摩市は、北は多摩川を境に府中市、東は稲城市、南は町田市と神奈川県川崎市、西は八王子

市と日野市に接し、土地は全体的に多摩川と平行に走る一連の丘陵と、南に延びる数条の丘陵に

囲まれた地形です。市の総面積は２１.０１ｋ㎡で、多摩川を除いた２０.１９ｋ㎡が市街化区域

となっており、このうち約６割が多摩ニュータウン区域となっています。 

多摩市下水道事業は、昭和３７年から始まった民間開発により造成された桜ヶ丘団地の下水道

施設の移管から始まり、昭和４２年３月に計画処理区域面積９６ｈａ、計画処理人口７千５百人

の単独公共下水道として事業認可を受けてスタートしました。 

同時期の昭和４０年代初頭に多摩ニュータウン建設が開始され、昭和４６年４月には下水道法

第３条第２項の協議に基づき市内が二分され、ニュータウン区域（１，２４７ｈａ）を東京都、

既存区域（７７２ｈａ）を多摩市が管理することとなりました。 

その後、ニュータウン建設の収束を迎えたことにより、東京都の管理下にあったニュータウン

区域が、平成１４年４月１日に東京都から多摩市へ移管され、これにより都市計画決定面積 

２，０１９ｈａ、事業計画認可面積２，０１６．９ｈａとなり、令和元年度末における供用開始

面積は２，０１４．２ｈａとなっています。 

また、平成２９年度には地方公営企業法を全部適用し、下水道事業管理者を設置しました。 

※令和元年度数値

項  目 概  要 

供用開始年月日 昭和 42年 3 月 29日 

法適（全部適用・一部適用）非適の区分 平成 29年 4 月 1日法適（全部適用） 

処理区域内人口密度 74 人/ha 

流域下水道等への接続の有無 有 

処理場数 なし 

処理区域内人口 148,822 人 

下水道処理人口普及率 99.99％ 
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（２）使用料の状況

多摩市下水道事業は、昭和４６年度から既存区域を多摩市が、ニュータウン区域を東京都が整

備・管理していたため、当初は、各区域で料金体系が異なっていましたが、平成１２年度に東京

都の料金と統一したため、現在は市内全区域の料金体系は同一となっています。 

※条例上の使用料とは、条例で規定している、一般家庭における 20 ㎥あたりの使用料をいい、実質

的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量で除した値に 20 ㎥を乗じた値をいいます 

一般家庭用使用料

体系の概要・考え

方 

[料金体系（月額・税抜き）] 

•8 立方メートル以下の分   560円 

•8 立方メートルを超え 20立方メートル以下の分

1 立方メートルにつき 110円 

•20立方メートルを超え 30立方メートル以下の分

1 立方メートルにつき 140円

•30立方メートルを超え 50立方メートル以下の分

1 立方メートルにつき 170円

•50立方メートルを超え 100 立方メートル以下の分

1 立方メートルにつき 200円

•100立方メートルを超え 200 立方メートル以下の分

1 立方メートルにつき 230円

•200立方メートルを超え 500 立方メートル以下の分

1 立方メートルにつき 270円

•500立方メートルを超え 1,000立方メートル以下の分

1 立方メートルにつき 310円

•1,000立方メートルを超える分

1 立方メートルにつき 345円

業務用使用料体系

の概要・考え方 
一般家庭用に同じ 

その他の使用料体

系の概要・考え方 

【浴場汚水】[料金体系（月額・税抜き）] 

•8 立方メートル以下の分 280円

•8 立方メートルを超える分 1立方メートルにつき 35円

条例上の使用料 

（２０㎥あたり） 

平成２９年度 1,880円 

実質的な使用料 

（２０㎥あたり） 

平成２９年度 2,688円 

平成３０年度 1,880円 平成３０年度 2,694円 

令和元年度 1,880円 令和元年度 2,690円 
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（３）組織（令和３年３月現在）

※（ ）内は、短時間再任用職員を含む職員数 

（４）民間活力の活用等

これまで、下水道事業の持続性を確保するため、流域下水道での下水処理、接続点・事業場の

水質検査、下水道使用料の徴収業務などにおいて、東京都や都内市町村とともに広域化・共同化

を進めてきました。 

また、下水道施設の維持管理業務等のさらなる効率化や市民サービスの向上を図るため、平成

３０年度より包括的民間委託の導入について検討してきました。単年度契約で業務を分割して発

注してきた契約や職員が実施してきた業務を包括して複数年契約する、下水道施設包括的維持管

理業務委託を令和４年度から導入する予定です。 

（５）経営比較分析表を活用した現状分析

令和元年度決算の「経営比較分析表」は次のとおりです。

経営比較分析表は、経営状況等を表す経営指標を用いて、経年比較や他団体との比較を行うこ

とで、経営の現状、課題を的確に把握するものです。地方公営企業法を適用した平成２９年度か

らの数値を用いて分析しています。 

  類似団体（処理区域内人口や処理区域内人口密度等の数値が多摩市下水道事業と似ている団

体）平均と比較してもわかるとおり、経営状況は良好となっています。 

経理係(3) 

下水道事業管理者(1) 下水道課長（1） 業務係(4) 

施設担当(6) 
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２ 将来の事業環境  

（１）処理区域内人口の予測

近年は、大規模集合住宅の竣工等による人口の流入や駅前開発の効果の影響により人口の微増

傾向が続いていますが、今後は、少子化や自然減等の要因により人口は減少傾向になると予想さ

れます。 

  （人） 

（人） 

出典「多摩市まち・ひと・しごと創生総合戦略」 

（２）有収水量の予測

有収水量（料金徴収の対象となる水量）は、一時的に増加した年も見受けられますが、減少傾

向にあります。一人当たりの有収水量については、平成１４年度が約１１４．４㎥であったのに

対し、令和元年度末で約１０６㎥と１７年間で約７．３％減少しており、これは節水機器の普及

等によるものと考えられ、今後も減少は続くと考えられます。 

年  度 H27末 H28末 H29末 H30末 R1 末 

処理区域内人口 148,145 148,498 148,641 148,678 148,822 

年  度 R02末 R07末 R12末 R17末 R22末 R27末 R32末 

目標人口 148,821 146,391 143,233 139,396 135,181 131,637 128,150 

想定人口 144,908 141,743 137,310 132,189 127,068 122,284 117,523 

㎥ ㎥ 

年度
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人口は「（１）処理区域内人口の予測」のとおり減少傾向が見込まれ、一人当たり有収水量に

ついても節水機器の普及等により減少していく見込みのため、有収水量も減少する見込みです。 

（㎥） 

（㎥） 

※予測１は目標人口、予測２は想定人口を使用し、節水機器等の影響による減少率を一律約０．４％

と見込んで算出しています。 

（３）使用料収入の見通し

有収水量が減少傾向にあることから、使用料収入も減少傾向にあります。人口減少や節水機器

の普及等により、中長期的にも有収水量の減少が見込まれるため、使用料収入も減少していくと

予想されます。なお、本経営戦略内の収支計画においては、収入を厳しく見込むため、想定人口

により算出した使用料（予測２）を採用しています。 

（税抜き）（千円） 

（税抜き）（千円） 

年  度 H27 H28 H29 H30 R1 

有収水量 16,042,908 16,041,288 15,886,265 15,950,463 15,781,264 

年  度 R02末 R07末 R12末 R17末 R22末 R27末 R32末 

予測１ 15,779,528 15,190,814 14,544,404 13,849,635 13,140,285 12,520,102 11,925,775 

予測２ 15,355,781 14,698,219 13,930,160 13,118,373 12,334,940 11,611,749 10,916,039 

年  度 H27 H28 H29 H30 R1 

使用料 2,221,266 2,184,939 2,135,509 2,148,301 2,122,865 

年  度 R02末 R07末 R12末 R17末 R22末 R27末 R32末 

使用料（予測１） 2,125,278 2,045,987 1,958,925 1,865,349 1,769,810 1,686,280 1,606,233 

使用料（予測２） 2,068,206 1,979,642 1,876,195 1,766,859 1,661,341 1,563,938 1,470,236 
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（４）施設の見通し

現在、多摩市下水道事業では、管路施設（水路含む）：約５６０km、雨水排水ポンプ施設：３

箇所、水源ポンプ：１箇所、マンホールポンプ：６箇所、樋管：４箇所の施設を管理していま

す。 

多くの下水道施設は、急速な都市化に対応するために、短期間に集中して整備されたこともあ

り、今後、標準的な耐用年数の５０年を迎える施設が急激に増加します。そのため、老朽化した

施設の更新が課題となっており、平成３０年度には「多摩市下水道施設長寿命化（ストックマネ

ジメント）計画」を策定しました。管渠及びポンプ施設の老朽化対策には、８０年間で最大約８

４８億円の経費が見込まれており、同計画に基づいた改築・更新、維持管理を実施していきま

す。また、老朽化対策の他にも、施設の耐震化や道路工事等にあわせて鉄蓋交換等を実施しま

す。 

（税込）（千円） 

（税込）（千円） 

年  度 H27 H28 H29 H30 R1 

改築・更新 

修繕費 
278,741 278,327 267,769 332,374 265,575 

年  度 R02 R07 R12 R17 R22 R27 R32 

改築・更新 

修繕費 
412,611 1,023,779 895,768 1,244,368 1,244,368 1,244,368 1,244,368 

延長
30 年以上経過している施設 

40 年以上経過 

管路施設の年度別整備延長 

延長 

km 

出典「多摩市下水道プラン２０２０」 

10



（５）組織の見通し

今後、老朽化施設の改築・更新や修繕が本格化した場合、施設の工事監理等を実施する職員

数が増加していく可能性があります。 

こうした将来の職員数の増加を抑制するため、下水道事業では民間活力の活用として、下水

道施設包括的維持管理業務委託を導入します。また、東京都及び都内の市町村では、下水道事

業の持続性を確保するため、下水道事業に関する業務（維持管理、排水設備指導、下水道 BCP

（事業継続計画）等）を共同で行う広域化・共同化の検討を進めています。 
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「市民の健幸を守る 安全・安心で快適な下水道」 

３ 経営方針  

多摩市下水道事業では、安定した下水道経営のもとで、質の高いサービスを持続していくととも

に、安全・安心で快適なまちづくりと良好な水環境の保全、循環型社会形成に貢献し、市民の皆様

が健幸に暮らし続けられる豊かなまちを次代へ継承していくことを目指し、基本理念、基本方針を

以下のように定めました。 

【基本理念】 

下水道施設の継続的な機能確保により快適な生活を未来
につなげ、 自然と共生し 、 環境保全に貢献していきます。

～継続的な機能確保・ 水質保全～

地震・ 浸水などの災害に強いまちづく りにより 、 市民の
生命と財産を守ります。

～地震対策・ 浸水対策～

下水道の適正管理と財政見通しにもとづく 下水道経営の
基盤強化により 、 持続可能な下水道経営を進めていきま
す。

～健全な下水道経営～

安定・ 維持
環境保全

安全・ 安心

経営

出典「多摩市下水道プラン２０２０」 
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：
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年
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令
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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４ 投資・財政計画（収支計画）  

（２） 投資・財政計画（収支計画）に当たっての説明

① 投資に関する説明

投資・財政計画（収支計画）に計上している主な投資は以下の通りです。

〇老朽化対策 

「多摩市下水道施設長寿命化（ストックマネジメント）計画」に基づき投資を実施していき

ます。 

 管渠に対し「健全度」ランクを設定し、健全度Ⅳ（異常の規模が大きく、早急に対策が必要

な状態）及び健全度Ⅴ（流下機能を有していない状態）の管渠を改築・更新及び修繕の対象と

し、管渠の機能停止等に陥る危険性を回避します。ポンプ施設については、各設備に対し目標

耐用年数を定め、その目標耐用年数を超過しないようにすることで、機能を確保します。安

全・安心なサービスを継続して提供できるようにするとともに、各工事の実現可能性等を考慮

し、投資の平準化を図っていきます。 

耐用年数の５０年を超える施設が増加していくことから、施設の改築・更新が増加していく

ことが予想されます。新型コロナウイルス感染症の影響、ベテラン職員の退職による技術継承

期間の必要、管渠の老朽状況等により、令和７年度から改築・更新工事を実施する見込みで

す。 

〇下水道施設の耐震化 

 令和２年度から３年度にかけて改定を行う「多摩市下水道施設総合地震対策計画」に基づ

き、下水道施設の耐震化を実施していきます。 

 地震時に下水道が最低限有すべき機能確保のための施設耐震化、被災した場合の下水道機能

のバックアップ対策、耐荷力が不足している管渠の改築等を進めることで、地震に対する安全

性を高め、安心した都市活動を継続されるようにすることを目的とし、重要路線の非開削工法

による耐震化、マンホール浮上防止対策、耐荷力不足管渠の改築等を実施していきます。 

〇流域下水道への建設費・改良費負担金について 

 多摩市の各家庭から排出された汚水は、公共下水道の汚水管から流域下水道幹線を通り、稲

城市の南多摩水再生センターで処理されており、流域下水道と水再生センターは東京都が管理

しています。多摩市下水道事業では、流域下水道施設の建設、改築等経費分として建設費負担

金を東京都下水道局に支払っています。また、令和３年度からは、施設改良に係る経費分とし

て、改良費負担金を支払います。 
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② 財源についての説明

下水道事業の管理運営に要する経費は、公的役割と私的役割を総合的に考慮し、「雨水公

費・汚水私費」の考えのもと、雨水排除に係る経費は主に一般会計からの繰入金、汚水排除に

係る経費は主に下水道使用料で賄います。下水道使用料で回収すべき経費をどの程度下水道使

用料で賄えているかを表した指標である経費回収率（下水道使用料÷汚水処理費）は、令和元

年度で１４６．４％となっており、経営状況は良好ですが、「３ 将来の事業環境（３）使用

料収入の見通し」でも示したとおり、下水道使用料は減少傾向にあります。 

経費回収率が複数年連続して１００％を切らないように、今後も健全な財政運営を目指しま

す。 

③ 投資以外の経費についての説明

多摩市では、ニュータウン区域の下水道施設の整備を東京都が担ったことにより、他市に比

べて借入金が少なくなっています。施設整備も早期に完了したことから新たな借入も実施して

おらず、年々元利償還金は減少しています。 

その他、下水道事業の運営に係る事務費や使用する各種システム、各種計画の見直しに係る

経費等を計上し、下水道施設の維持管理に係る経費については、下水道施設の包括的民間委託

の導入を行い、効率的な事務を実施します。また、東京都が管理する流域下水道と水再生セン

ターの維持管理に係る流域下水道維持管理負担金を計上しています。

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

① 投資に関する事項

令和２年度に総合治水対策方針の検討を開始し、今後、必要に応じて雨水排水施設等の設置

を検討していく予定です。また、令和３年度以降、雨天時浸入水の調査を予定しており、必要

に応じて工事等を実施していきます。 

② 財源に関する事項

使用料については、現在、黒字経営を維持できていますが、今後の人口推計等を踏まえると

減少していく見込みです。特に、本市においては、急速な都市化に対応するため、多くの管渠

が短期間に集中して整備されたこともあり、今後、標準的な耐用年数である５０年を迎える施

設が急激に増加していきます。老朽化施設の改築・更新、維持管理や管渠の耐震化等の取組が

必要であり、支出の大幅な増加が見込まれます。加えて、令和３年度には国の補助金交付対象

となる汚水管渠の範囲が縮小となるなど、補助金の動向も不透明であることから、当面は現行

の料金体系を維持していきます。 
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 また、毎年度生じる未処分利益剰余金を建設改良積立金として積み立てるとともに、老朽化

施設の改築・更新に係る財源として、国・都補助金の対象施設については補助金の確保に努め

ます。 

③ 投資以外の経費についての考え方

〇民間活力の活用に関する事項 

下水道施設の維持管理業務のさらなる効率化や市民サービスの向上を図ることを目的として

包括的施設維持管理業務委託を導入します。また、東京都及び都内の市町村では、下水道事業

の持続性を確保するため、下水道事業に関する業務（維持管理、排水設備指導、下水道 BCP

（事業継続計画）等）を共同で行う広域化・共同化の検討を進めています。その動向を見据え

ながら、事業の効率化の検討を続けます。 

〇その他経費に関する事項 

職員給与費については、今後、老朽化施設の改築・更新や修繕が本格化した場合、施設の工

事監理等を実施する施設担当の職員数が増加していく可能性があるものの、投資の平準化を図

ることで、業務量の増加を抑えます。 

また、修繕については、多摩市下水道施設長寿命化（ストックマネジメント）計画に基づき

実施していきます。 
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５ 経営戦略の事後検証、改定等に関する事項  

本経営戦略は、概ね３～５年で見直しを行うことを予定しています。 

その際、各種計画の実施状況等を踏まえ、計画値とのかい離等を分析し、その結果を次期経営戦

略へと反映させ、計画策定（Plan）、実施（Do）、検証（Check）、見直し（Action）のプロセス

を計画的に運用していきます。 

また、計画値に大きな影響を与える修正等が生じる場合には、その期間にかかわらず、見直しを

実施します。 
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